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冬
の
到
来
を
迎
え
、
空
気
の
乾
燥
と

と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す

る
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
が
の
ど

や
気
管
支
、
肺
で
感
染
・
増
殖
し
て
発

症
す
る
病
気
で
す
。
死
亡
者
の
大
部
分

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
は
？

　
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例

年
11
〜
12
月
頃
に
流
行
が
始
ま
り
、
1

〜
3
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ど
う
や
っ
て
感

染
す
る
の
？

　
主
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た

患
者
さ
ん
の
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
し
ぶ

き
に
含
ま
れ
る
、
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
こ
れ

を
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染
と
い
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
？

　
普
通
の
か
ぜ
と
は
異
な
り
、
突
然
38

度
以
上
の
高
熱
や
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、

頭
痛
、
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
な
ど
の

「
全
身
症
状
」
が
強
く
現
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。

問い合わせ先

東大阪市消防局
[ 予防広報課 ]

☎（072） 966 ー 9662
東大阪市東消防署

[ 予防担当 ]
☎（072） 983 ー 0119

東大阪市中消防署
[ 予防担当 ]

☎（072） 966 ー 0119
東大阪市西消防署

[ 予防担当 ]
☎（06） 6788 ー 0119

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

 

・
す
み
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

 

・
外
出
を
控
え
、
安
静
に
し
て
十
分
に

睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

 

・
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
。

 

・
周
り
の
人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
？

 

・
ワ
ク
チ
ン
の
接
種　

　
そ
の
年
に
流
行
が
予
測
さ
れ
る
タ
イ

プ
に
あ
っ
た
ワ
ク
チ
ン
を
、
流
行
シ
ー

ズ
ン
の
前
に
接
種
す
る
こ
と
が
、
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

・
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク

　
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
手

洗
い
・
う
が
い
と
侵
入
を
阻
止
す
る
マ

ス
ク
の
着
用
は
、
予
防
の
基
本
で
す
。

　
慢
性
呼
吸
器
疾
患
・
慢
性
心
疾
患
・

糖
尿
病
・
腎
機
能
障
害
等
の
持
病
の
方

は
、
感
染
後
に
重
症
化
し
た
り
、
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
手
洗
い
う
が
い
を
励

行
し
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

必
要
以
上
の
人
ご
み
は
避
け
、
感
染
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　西
防
火
協
力
会
で
は
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お

知
り
合
い
で
加
入
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

東
大
阪
市
西
防
火
協
力
会

　
　
　 

（
東
大
阪
市
西
消
防
署
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）
６
７
８
８

－

７
１
９
８

　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

担
当 

小
林

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

　
消
防
法
第
８
条
に
定
め
る
甲
種
防

火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
講
習
日
時

　
平
成
29
年
2
月
13
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
50
分

　
　
　
　
　
2
月
14
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

泫  

講
習
は
、
２
日
間
と
も
受
講
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
修
了
証
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
習
会
場

　
東
大
阪
市
消
防
局
（
４
階
）

　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー  

多
目
的
ホ
ー
ル

　
東
大
阪
市
稲
葉
１
丁
目
１
番
９
号

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
29
年
1
月
10
日
（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
27
日
（
金
）

■
申
込
先
・
受
付
時
間

東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担
当
）

で
受
講
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◎
東
消
防
署
　
鳥
居
町
3
番
3
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
８
３

－

０
１
１
９

◎
中
消
防
署
　
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
６
６

－

０
１
１
９

◎
西
消
防
署

御
厨
栄
町
3 

丁
目
1
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）６
７
８
８

－

０
１
１
９

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
30
分
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
除
く
。）

泫  

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　受
講
申
込
書
（
各
消
防
署
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
大
阪
市
消
防
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

泫  

郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
の
受
付
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

■
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

４
，
５
０
０
円

西消防署 南棟新庁舎

・ 西防火協力会総会
・ 秋季全国火災予防運動
・ 西消防署新庁舎の進捗状況
・ 救助隊の激励
・ 救急フェア
・ 施設見学会

・ 平成28年大阪府危険物安全大会
・ 東大阪西消防署楠根出張所の紹介
・ 平成28年上半期消防概況
・ インフルエンザにご用心
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

・ 西防火協力会総会
・ 秋季全国火災予防運動
・ 西消防署新庁舎の進捗状況
・ 救助隊の激励
・ 救急フェア
・ 施設見学会

・ 平成28年大阪府危険物安全大会
・ 東大阪西消防署楠根出張所の紹介
・ 平成28年上半期消防概況
・ インフルエンザにご用心
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

（1） 平成28年11月（第５号）

【発　　行】

西 防 火 協 力 会
（東大阪市西消防署内）
ＴＥＬ  06‒6788‒7198

西防火協力会だより 西防火協力会だより （4）



傷
者
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
、
特
に
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設（
大
型
商

業
施
設
、
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
等
）の

防
火
管
理
体
制
の
徹
底
及
び
放
火
の
撲
滅

を
重
点
的
に
火
災
予
防
運
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
◎
重
点
目
標

1 

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

2 

放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

3 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火

安
全
対
策
の
徹
底

4 

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す

る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

  

　
◎
事
業
所
で
は

○
実
態
に
即
し
た
消
火
、
通
報
、
避
難
の

訓
練
等
の
実
施

平成27年
31
3
3

37
164
87
39

24,412
31
59
1
4

区　　分 増・減（△減）

3
△1
△1

1
402
118

3
6,445

1
△4

3
3

平成28年
34
2
2

38
566
205
42

30,857
32
55
4
7

建 物 火 災
車 両 火 災
その他火災
合 　 　 計

焼損床面積（m2）
焼損表面積（m2）
焼 損 棟 数（棟）
損 害 額（千 円）
り 災 世 帯
り 災 人 員
死 者 数
負 傷 者 数

火
災
件
数

1 位　放火（疑い含む）
2 位　電気機器
3 位　たばこ
3 位　マッチ・ライター
3 位　こんろ

7 件
5 件
3 件
3 件
3 件

火 災 原 因
ワ ー ス ト 3

■火災概要
　西消防署管内、平成28年
上半期（1月1日～ 6月30日）
の火災件数は38件で、昨年
同期に比べ1件増加してい
ます。
  火災種別では、建物火災
が34件と約89％を占めてお
り、件数も昨年同期に比べ3
件増加しています。
　出火原因は、放火(疑いを
含む。）が7件で最も多くなっ
ています。火災による死者は
4名発生しており、昨年に比
べ3名増加しています。
　なお、この数値は速報値で
あり、確定値ではありません。

■救急概要
　平成28年上半期（1月1日
～ 6月30日）の救急出動件
数は、7,164件で、昨年同期
と比べ38件増加しています。

（平成28年1月1日～6月30日  現在と前年同期）

　
『
消
し
ま
し
ょ
う  

そ
の
火
そ
の
時  

そ
の

場
所
で
』 

を
平
成
28
年
度
の
全
国
統
一
防

火
標
語
と
し
、平
成
28
年
11
月
9
日（
水
）

か
ら
11
月
15
日（
火
）ま
で
の
7
日
間
、
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
に
よ
る

死
傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年『
１
１
９
番
の
日
』で

あ
る
11
月
9
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
消
防
署
で
は
、
市
内
の
防
火
対
象
物

の
立
入
検
査
や
保
育
園
、
幼
稚
園
等
で
の

防
火
教
室
、
消
防
訓
練
等
の
開
催
、
ま
た

高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
火
災
に
よ
る
死

　
西
消
防
署
で
は
、
救
急
医
療
週
間
に

伴
う
行
事
と
し
て
９
月
８
日（
木
）長
田

中
の
フ
レ
ス
ポ
長
田
に
お
い
て「
救
急

フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。会
場
で
は
、

八
戸
ノ
里
・
森
河
内
両
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
の
皆
様
、
八
戸
の
里
・
池
田
両
病
院

の
看
護
師
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

毎
年
増
加
す
る
救
急
件
数
や
高
度
化
す

る
救
急
業
務
の
内
容
を
説
明
し
な
が
ら
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
等
に
つ
い
て
普

及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、救
急
隊
員
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）を
用
い
た
応
急

手
当
の
講
習
会
を
行
い
、
広
く
市
民
の

皆
様
に
参
加
頂
き
終
始
熱
心
に
講
習
会

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　〈
連
絡
先
　
西
消
防
署
〉　
　
　
　

　
　
℡
０
６

－

６
７
８
８

－

０
１
１
９

平成28年
7,164

38 
ー
1

638 
71 
40

936 
64 
76 

4,799 
501

総出動件数
火 　 災
自 然 災 害
水 　 難
交 通 事 故
労 働 災 害
運 動 競 技
一 般 負 傷
加 　 害
自 損 行 為
急 　 病
そ の 他

平成27年
7,126

31 
ー
ー

678 
98 
28 

944 
68 
91 

4,718 
470 

増・減（△減）

38
7

ー
1

△40
△27

12
△8
△4

△15
81
31

事故種別
年別

「
救
急
フ
ェ
ア
」の
開
催

 1.  諸 会 議 の 開 催
⑴役員会・常任理事会　　
⑵理事会　　　　　　　　 
⑶総会　　　　　　　   
⑷各部会　   

 2.  研修・講習会の開催
⑴甲種防火管理者講習会、防災講

演会、救急技術普及講習会等の
事務への協力

⑵部会研修会への協力

 3.  防火防災普及啓発活動
⑴春季・秋季火災予防運動の推進

協力
⑵「救急の日」の推進協力
⑶防火協力会だよりの発行　
⑷防災意識の高揚の啓発

 4.  表 彰 事 業
⑴優良事業所、優良自衛消防隊、

優良防火管理者（事業所）、優良
危険物取扱事業所等の表彰

⑵消防活動に協力した市民、事業
所等の表彰

 5.  助 成 事 業
⑴幼年消防クラブ、女性防火クラブ、

西地区消防団、自主防火組織等
への育成及び助成

 6.  そ の 他
⑴消防出初式、自衛消防隊操法訓

練、年末特別警戒等の行事に対
する参加及び激励

⑵上級救命講習、普通救命講習等
の普及啓発事業

⑶各種資器材の購入補助

… 必要の都度
………………… 随時開催

…………………… 毎年1回
……… それぞれ年1回以上

… 年2回
平成28年度 

危険物安全大会
　去る、6月14日（火）、ホ
テルアウィーナ大阪で開催
された「平成28年度大阪
府危険物安全大会」にお
いて、熱研化学工業㈱様
が優良危険物関係事業所
として「大阪府知事感謝

状」を受賞されました。

　
平
成
28
年
度
総
会
を
5
月
17
日（
火
）

午
後
6
時
30
分
か
ら
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
大

阪
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
西
消
防
署
か
ら
、
井
上
署
長
を
は
じ

め
幹
部
の
方
々
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

米
島
会
長
他
役
員
、
会
員
等
総
勢
45

名
が
出
席
の
も
と
、
平
成
27
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、

平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

西
防
火
協
力
会
総
会
を
開
催

平成28年度  事業計画平成28年度  事業計画

　
去
る
、
10
月
11
日（
火
）西
危
険
物
安

全
部
会（
部
会
長 

西
本 

功
）は
、会
員
18

名
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
、大
阪

ガ
ス
科
学
館（
大
阪
府
高
石
市
高
砂
）で

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
科
学
館
は
、環
境
に
や
さ
し
い
天

然
ガ
ス
と
そ
の
利
用
技
術
を
紹
介
し
、

地
球
環
境
の
保
全
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
活
用
を
学
べ
る
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、西
自
衛
消
防
隊
連
合
会（
部
会

長  

吉
田
二
三
男
）は
、
10
月
20
日（
木
）

会
員
11
名
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き

京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー（
京
都
市
南

区
）で
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。防
災
セ

ン
タ
ー
で
は
、火
災
、風
水
害
、地
震
の

映
像
体
験
、ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
消
火
体
験
、強
風
体
験
、地
震
体
験

（
起
震
装
置
）、ビ
ル

塔
か
ら
の
避
難
体

験
等
、体
験
、見
学

し
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
防

火
・
防
災
へ
の
知
識

を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 　

半
世
紀
に
わ
た
り
、
本
市
西
地
区
の
安

全
を
守
っ
て
き
た
西
消
防
署
を
、
防
災
拠

点
と
し
て
十
分
な
機
能
と
耐
震
性
を
備
え

た
庁
舎
に
整
備
す
る
た
め
、
平
成
26
年
11

月
か
ら
現
地
に
お
い
て
消
防
力
を
維
持
し

な
が
ら
建
替
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
3
月
22
日
（
火
）
に
は
、
1
期
工
事

が
完
了
し
、
新
庁
舎
の
一
部
で
業
務
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
に
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
断
絶
時
で
も
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
3
日

間
無
補
給
で
運
転
で
き
る
非
常
用
発
電
設

備
や
耐
震
性
防
火
水
槽
（
100
ｔ
）
等
を
新

た
に
整
備
し
て
お
り
、
ま
た
、
太
陽
光
発

電
設
備
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
排
気

ガ
ス
除
去
装
置
等
を
採
用
す

る
な
ど
環
境
に
も
配
慮
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
平
成
29
年
7
月
末
の

竣
工
に
向
け
て
2
期
工
事
を
進
め
て
お
り
、

完
成
後
は
、
自
家
給
油
施
設
や
災
害
時
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
庁
舎
一
体
型
訓
練

施
設
等
の
機
能
を
備
え
た
防
災
拠
点
と
し

て
生
ま
れ
変
わ

り
、
引
き
続
き
市

民
の
暮
ら
し
を

守
り
続
け
ま
す
。

火

　災

　概

　要

救

　急

　概

　要

平成28年平成28年

上半期消防
概 況

上半期消防
概 況

秋
季
全
国

　

 

火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国

　

 

火
災
予
防
運
動

○
消
防
用
設
備
等
の
点
検
、
整
備
や
避
難

経
路
と
な
る
階
段
な
ど
の
維
持
管
理

○
豪
雨
災
害
、
地
震
発
生
に
対
す
る
対
応

○
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
日
頃

か
ら
対
応
、
周
知
願
い
ま
す
。

  

◎
火
災
予
防
対
策
の
普
及
・
啓
発

　
期
間
中
、
巡
行
広
報
及
び
一
般
広
報
を

実
施
し
、
本
運
動
を
広
く
市
民
の
皆
様
に

伝
え
、
事
業
所
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

○
市
政
だ
よ
り
に
よ
る
広
報

○
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で

の
店
内
放
送

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
、
懸
垂
幕
に
よ
る
広
報

○
横
断
幕
、
立
看
板
、
懸
垂
幕
の
掲
出

○
立
入
検
査
及
び
一
般
家
庭
防
火
診
断
の

実
施

〜
西
地
区
の
防
災
拠
点
と
し
て
〜

西
消
防
署
新
庁
舎
の
建
設

〜
西
地
区
の
防
災
拠
点
と
し
て
〜

西
消
防
署
新
庁
舎
の
建
設

西消防署新庁舎完成予想図西消防署新庁舎完成予想図

北棟工事中北棟工事中

　
去
る
、
7
月
7
日
（
木
）、
第
45
回
消

防
救
助
技
術
近
畿
地
区
指
導
会
に
出
場

す
る
救
助
隊
員
の
激
励
会
が
消
防
局
訓

練
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
西
・

中
・
東
の
各
防

火
協
力
会
か
ら

会
長
等
の
皆
様

が
激
励
に
駆
け

つ
け
て
頂
き
、

代
表
し
て
西
防

火
協
力
会
米
島

会
長
よ
り
激
励

品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
楠
根
出
張
所
は
、
第
二
寝
屋
川
が
流
れ
、
中
央
環

状
線
、
中
央
大
通
り
が
走
る
本
市
の
北
西
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

　
出
張
所
に
は
、
消
防
隊
と
救
急
隊
の
2
隊
で
構
成

さ
れ
、
車
両
は
ポ
ン
プ
車
1
台
、
救
急
車
1
台
が
配

備
さ
れ
、
総
勢
21
名
の
職
員
が
3
交
代
24
時
間
体
制

で
消
防
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
隊
は
緊
急
消
防
援
助
隊
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
今
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、

緊
急
援
助
隊
大
阪
府
隊
と
し
て
い
ち
早
く
被
災
地
に

赴
き
避
難
所
等
で
発
生
し
た
急
病
人
を
被
害
を
受
を

う
け
て
い
な
い
病
院
へ
の
救
急
搬
送
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
管
内
に
は
、
大
型
商
業
施
設
、
高
層
住

宅
、
学
校
、
工
場
倉
庫

等
の
多
種
多
様
の
建
物

が
混
在
し
て
い
る
た
め

様
々
な
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
様

と
、
連
携
、
協
力
を
密

に
し
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
に

我
々
楠
根
出
張
所
職
員

一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

楠根出張所楠根出張所

東
大
阪
市
西
消
防
署
各
署
所
の
紹
介

東
大
阪
市
西
消
防
署
各
署
所
の
紹
介

救
助
隊
員
の
激
励

救
助
隊
員
の
激
励

↑普及啓発
←活動の様子

（3） （2）平成28年11月（第５号）西防火協力会だより 西防火協力会だより

施
設
見
学
会

施
設
見
学
会
（
西
危
険
物
安
全
部
会
・

  

西
自
衛
消
防
隊
連
合
会
）



傷
者
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
、
特
に
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設（
大
型
商

業
施
設
、
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
等
）の

防
火
管
理
体
制
の
徹
底
及
び
放
火
の
撲
滅

を
重
点
的
に
火
災
予
防
運
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
◎
重
点
目
標

1 

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

2 

放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

3 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火

安
全
対
策
の
徹
底

4 

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す

る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

  

　
◎
事
業
所
で
は

○
実
態
に
即
し
た
消
火
、
通
報
、
避
難
の

訓
練
等
の
実
施

平成27年
31
3
3

37
164
87
39

24,412
31
59
1
4

区　　分 増・減（△減）

3
△1
△1

1
402
118

3
6,445

1
△4

3
3

平成28年
34
2
2

38
566
205
42

30,857
32
55
4
7

建 物 火 災
車 両 火 災
その他火災
合 　 　 計

焼損床面積（m2）
焼損表面積（m2）
焼 損 棟 数（棟）
損 害 額（千 円）
り 災 世 帯
り 災 人 員
死 者 数
負 傷 者 数

火
災
件
数

1 位　放火（疑い含む）
2 位　電気機器
3 位　たばこ
3 位　マッチ・ライター
3 位　こんろ

7 件
5 件
3 件
3 件
3 件

火 災 原 因
ワ ー ス ト 3

■火災概要
　西消防署管内、平成28年
上半期（1月1日～ 6月30日）
の火災件数は38件で、昨年
同期に比べ1件増加してい
ます。
  火災種別では、建物火災
が34件と約89％を占めてお
り、件数も昨年同期に比べ3
件増加しています。
　出火原因は、放火(疑いを
含む。）が7件で最も多くなっ
ています。火災による死者は
4名発生しており、昨年に比
べ3名増加しています。
　なお、この数値は速報値で
あり、確定値ではありません。

■救急概要
　平成28年上半期（1月1日
～ 6月30日）の救急出動件
数は、7,164件で、昨年同期
と比べ38件増加しています。

（平成28年1月1日～6月30日  現在と前年同期）

　
『
消
し
ま
し
ょ
う  

そ
の
火
そ
の
時  

そ
の

場
所
で
』 

を
平
成
28
年
度
の
全
国
統
一
防

火
標
語
と
し
、平
成
28
年
11
月
9
日（
水
）

か
ら
11
月
15
日（
火
）ま
で
の
7
日
間
、
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
に
よ
る

死
傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年『
１
１
９
番
の
日
』で

あ
る
11
月
9
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
消
防
署
で
は
、
市
内
の
防
火
対
象
物

の
立
入
検
査
や
保
育
園
、
幼
稚
園
等
で
の

防
火
教
室
、
消
防
訓
練
等
の
開
催
、
ま
た

高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
火
災
に
よ
る
死

　
西
消
防
署
で
は
、
救
急
医
療
週
間
に

伴
う
行
事
と
し
て
９
月
８
日（
木
）長
田

中
の
フ
レ
ス
ポ
長
田
に
お
い
て「
救
急

フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。会
場
で
は
、

八
戸
ノ
里
・
森
河
内
両
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
の
皆
様
、
八
戸
の
里
・
池
田
両
病
院

の
看
護
師
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

毎
年
増
加
す
る
救
急
件
数
や
高
度
化
す

る
救
急
業
務
の
内
容
を
説
明
し
な
が
ら
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
等
に
つ
い
て
普

及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、救
急
隊
員
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）を
用
い
た
応
急

手
当
の
講
習
会
を
行
い
、
広
く
市
民
の

皆
様
に
参
加
頂
き
終
始
熱
心
に
講
習
会

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　〈
連
絡
先
　
西
消
防
署
〉　
　
　
　

　
　
℡
０
６

－

６
７
８
８

－

０
１
１
９

平成28年
7,164

38 
ー
1

638 
71 
40

936 
64 
76 

4,799 
501

総出動件数
火 　 災
自 然 災 害
水 　 難
交 通 事 故
労 働 災 害
運 動 競 技
一 般 負 傷
加 　 害
自 損 行 為
急 　 病
そ の 他

平成27年
7,126

31 
ー
ー

678 
98 
28 

944 
68 
91 

4,718 
470 

増・減（△減）

38
7

ー
1

△40
△27

12
△8
△4

△15
81
31

事故種別
年別

「
救
急
フ
ェ
ア
」の
開
催

 1.  諸 会 議 の 開 催
⑴役員会・常任理事会　　
⑵理事会　　　　　　　　 
⑶総会　　　　　　　   
⑷各部会　   

 2.  研修・講習会の開催
⑴甲種防火管理者講習会、防災講

演会、救急技術普及講習会等の
事務への協力

⑵部会研修会への協力

 3.  防火防災普及啓発活動
⑴春季・秋季火災予防運動の推進

協力
⑵「救急の日」の推進協力
⑶防火協力会だよりの発行　
⑷防災意識の高揚の啓発

 4.  表 彰 事 業
⑴優良事業所、優良自衛消防隊、

優良防火管理者（事業所）、優良
危険物取扱事業所等の表彰

⑵消防活動に協力した市民、事業
所等の表彰

 5.  助 成 事 業
⑴幼年消防クラブ、女性防火クラブ、

西地区消防団、自主防火組織等
への育成及び助成

 6.  そ の 他
⑴消防出初式、自衛消防隊操法訓

練、年末特別警戒等の行事に対
する参加及び激励

⑵上級救命講習、普通救命講習等
の普及啓発事業

⑶各種資器材の購入補助

… 必要の都度
………………… 随時開催

…………………… 毎年1回
……… それぞれ年1回以上

… 年2回
平成28年度 

危険物安全大会
　去る、6月14日（火）、ホ
テルアウィーナ大阪で開催
された「平成28年度大阪
府危険物安全大会」にお
いて、熱研化学工業㈱様
が優良危険物関係事業所
として「大阪府知事感謝

状」を受賞されました。

　
平
成
28
年
度
総
会
を
5
月
17
日（
火
）

午
後
6
時
30
分
か
ら
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
大

阪
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
西
消
防
署
か
ら
、
井
上
署
長
を
は
じ

め
幹
部
の
方
々
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

米
島
会
長
他
役
員
、
会
員
等
総
勢
45

名
が
出
席
の
も
と
、
平
成
27
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、

平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

西
防
火
協
力
会
総
会
を
開
催

平成28年度  事業計画平成28年度  事業計画

　
去
る
、
10
月
11
日（
火
）西
危
険
物
安

全
部
会（
部
会
長 

西
本 

功
）は
、会
員
18

名
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
、大
阪

ガ
ス
科
学
館（
大
阪
府
高
石
市
高
砂
）で

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
科
学
館
は
、環
境
に
や
さ
し
い
天

然
ガ
ス
と
そ
の
利
用
技
術
を
紹
介
し
、

地
球
環
境
の
保
全
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
活
用
を
学
べ
る
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、西
自
衛
消
防
隊
連
合
会（
部
会

長  
吉
田
二
三
男
）は
、
10
月
20
日（
木
）

会
員
11
名
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き

京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー（
京
都
市
南

区
）で
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。防
災
セ

ン
タ
ー
で
は
、火
災
、風
水
害
、地
震
の

映
像
体
験
、ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
消
火
体
験
、強
風
体
験
、地
震
体
験

（
起
震
装
置
）、ビ
ル

塔
か
ら
の
避
難
体

験
等
、体
験
、見
学

し
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
防

火
・
防
災
へ
の
知
識

を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 　

半
世
紀
に
わ
た
り
、
本
市
西
地
区
の
安

全
を
守
っ
て
き
た
西
消
防
署
を
、
防
災
拠

点
と
し
て
十
分
な
機
能
と
耐
震
性
を
備
え

た
庁
舎
に
整
備
す
る
た
め
、
平
成
26
年
11

月
か
ら
現
地
に
お
い
て
消
防
力
を
維
持
し

な
が
ら
建
替
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
3
月
22
日
（
火
）
に
は
、
1
期
工
事

が
完
了
し
、
新
庁
舎
の
一
部
で
業
務
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
に
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
断
絶
時
で
も
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
3
日

間
無
補
給
で
運
転
で
き
る
非
常
用
発
電
設

備
や
耐
震
性
防
火
水
槽
（
100
ｔ
）
等
を
新

た
に
整
備
し
て
お
り
、
ま
た
、
太
陽
光
発

電
設
備
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
排
気

ガ
ス
除
去
装
置
等
を
採
用
す

る
な
ど
環
境
に
も
配
慮
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
平
成
29
年
7
月
末
の

竣
工
に
向
け
て
2
期
工
事
を
進
め
て
お
り
、

完
成
後
は
、
自
家
給
油
施
設
や
災
害
時
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
庁
舎
一
体
型
訓
練

施
設
等
の
機
能
を
備
え
た
防
災
拠
点
と
し

て
生
ま
れ
変
わ

り
、
引
き
続
き
市

民
の
暮
ら
し
を

守
り
続
け
ま
す
。

火

　災

　概

　要

救

　急

　概

　要

平成28年平成28年

上半期消防
概 況

上半期消防
概 況

秋
季
全
国

　

 

火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国

　

 

火
災
予
防
運
動

○
消
防
用
設
備
等
の
点
検
、
整
備
や
避
難

経
路
と
な
る
階
段
な
ど
の
維
持
管
理

○
豪
雨
災
害
、
地
震
発
生
に
対
す
る
対
応

○
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
日
頃

か
ら
対
応
、
周
知
願
い
ま
す
。

  

◎
火
災
予
防
対
策
の
普
及
・
啓
発

　
期
間
中
、
巡
行
広
報
及
び
一
般
広
報
を

実
施
し
、
本
運
動
を
広
く
市
民
の
皆
様
に

伝
え
、
事
業
所
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。

○
市
政
だ
よ
り
に
よ
る
広
報

○
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で

の
店
内
放
送

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
、
懸
垂
幕
に
よ
る
広
報

○
横
断
幕
、
立
看
板
、
懸
垂
幕
の
掲
出

○
立
入
検
査
及
び
一
般
家
庭
防
火
診
断
の

実
施

〜
西
地
区
の
防
災
拠
点
と
し
て
〜

西
消
防
署
新
庁
舎
の
建
設

〜
西
地
区
の
防
災
拠
点
と
し
て
〜

西
消
防
署
新
庁
舎
の
建
設

西消防署新庁舎完成予想図西消防署新庁舎完成予想図

北棟工事中北棟工事中

　
去
る
、
7
月
7
日
（
木
）、
第
45
回
消

防
救
助
技
術
近
畿
地
区
指
導
会
に
出
場

す
る
救
助
隊
員
の
激
励
会
が
消
防
局
訓

練
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
西
・

中
・
東
の
各
防

火
協
力
会
か
ら

会
長
等
の
皆
様

が
激
励
に
駆
け

つ
け
て
頂
き
、

代
表
し
て
西
防

火
協
力
会
米
島

会
長
よ
り
激
励

品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
楠
根
出
張
所
は
、
第
二
寝
屋
川
が
流
れ
、
中
央
環

状
線
、
中
央
大
通
り
が
走
る
本
市
の
北
西
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

　
出
張
所
に
は
、
消
防
隊
と
救
急
隊
の
2
隊
で
構
成

さ
れ
、
車
両
は
ポ
ン
プ
車
1
台
、
救
急
車
1
台
が
配

備
さ
れ
、
総
勢
21
名
の
職
員
が
3
交
代
24
時
間
体
制

で
消
防
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
隊
は
緊
急
消
防
援
助
隊
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
今
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、

緊
急
援
助
隊
大
阪
府
隊
と
し
て
い
ち
早
く
被
災
地
に

赴
き
避
難
所
等
で
発
生
し
た
急
病
人
を
被
害
を
受
を

う
け
て
い
な
い
病
院
へ
の
救
急
搬
送
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
管
内
に
は
、
大
型
商
業
施
設
、
高
層
住

宅
、
学
校
、
工
場
倉
庫

等
の
多
種
多
様
の
建
物

が
混
在
し
て
い
る
た
め

様
々
な
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
様

と
、
連
携
、
協
力
を
密

に
し
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
に

我
々
楠
根
出
張
所
職
員

一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

楠根出張所楠根出張所

東
大
阪
市
西
消
防
署
各
署
所
の
紹
介

東
大
阪
市
西
消
防
署
各
署
所
の
紹
介

救
助
隊
員
の
激
励

救
助
隊
員
の
激
励

↑普及啓発
←活動の様子

（3） （2）平成28年11月（第５号）西防火協力会だより 西防火協力会だより

施
設
見
学
会

施
設
見
学
会
（
西
危
険
物
安
全
部
会
・

  

西
自
衛
消
防
隊
連
合
会
）



新
会
員
の募

集

西防火協力会
だより

西防火協力会
だより
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冬
の
到
来
を
迎
え
、
空
気
の
乾
燥
と

と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す

る
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
が
の
ど

や
気
管
支
、
肺
で
感
染
・
増
殖
し
て
発

症
す
る
病
気
で
す
。
死
亡
者
の
大
部
分

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
は
？

　
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例

年
11
〜
12
月
頃
に
流
行
が
始
ま
り
、
1

〜
3
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ど
う
や
っ
て
感

染
す
る
の
？

　
主
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た

患
者
さ
ん
の
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
し
ぶ

き
に
含
ま
れ
る
、
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
こ
れ

を
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染
と
い
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
？

　
普
通
の
か
ぜ
と
は
異
な
り
、
突
然
38

度
以
上
の
高
熱
や
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、

頭
痛
、
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
な
ど
の

「
全
身
症
状
」
が
強
く
現
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。

問い合わせ先

東大阪市消防局
[ 予防広報課 ]

☎（072） 966 ー 9662
東大阪市東消防署

[ 予防担当 ]
☎（072） 983 ー 0119

東大阪市中消防署
[ 予防担当 ]

☎（072） 966 ー 0119
東大阪市西消防署

[ 予防担当 ]
☎（06） 6788 ー 0119

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

 

・
す
み
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

 

・
外
出
を
控
え
、
安
静
に
し
て
十
分
に

睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

 

・
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
。

 

・
周
り
の
人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
？

 

・
ワ
ク
チ
ン
の
接
種　

　
そ
の
年
に
流
行
が
予
測
さ
れ
る
タ
イ

プ
に
あ
っ
た
ワ
ク
チ
ン
を
、
流
行
シ
ー

ズ
ン
の
前
に
接
種
す
る
こ
と
が
、
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

・
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク

　
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
手

洗
い
・
う
が
い
と
侵
入
を
阻
止
す
る
マ

ス
ク
の
着
用
は
、
予
防
の
基
本
で
す
。

　
慢
性
呼
吸
器
疾
患
・
慢
性
心
疾
患
・

糖
尿
病
・
腎
機
能
障
害
等
の
持
病
の
方

は
、
感
染
後
に
重
症
化
し
た
り
、
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
手
洗
い
う
が
い
を
励

行
し
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

必
要
以
上
の
人
ご
み
は
避
け
、
感
染
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　西
防
火
協
力
会
で
は
新
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お

知
り
合
い
で
加
入
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
様
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先

東
大
阪
市
西
防
火
協
力
会

　
　
　 

（
東
大
阪
市
西
消
防
署
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）
６
７
８
８

－

７
１
９
８

　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

担
当 

小
林

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用
心

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の
ご
案
内

　
消
防
法
第
８
条
に
定
め
る
甲
種
防

火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
講
習
日
時

　
平
成
29
年
2
月
13
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
50
分

　
　
　
　
　
2
月
14
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
40
分

泫  

講
習
は
、
２
日
間
と
も
受
講
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
修
了
証
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
講
習
会
場

　
東
大
阪
市
消
防
局
（
４
階
）

　
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー  

多
目
的
ホ
ー
ル

　
東
大
阪
市
稲
葉
１
丁
目
１
番
９
号

■
申
込
受
付
期
間

　
平
成
29
年
1
月
10
日
（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
27
日
（
金
）

■
申
込
先
・
受
付
時
間

東
大
阪
市
の
各
消
防
署
（
予
防
担
当
）

で
受
講
申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◎
東
消
防
署
　
鳥
居
町
3
番
3
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
８
３

－

０
１
１
９

◎
中
消
防
署
　
稲
葉
1
丁
目
1
番
9
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
２
）９
６
６

－

０
１
１
９

◎
西
消
防
署

御
厨
栄
町
3 

丁
目
1
番
41
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
６
）６
７
８
８

－

０
１
１
９

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
30
分
ま
で
で
す
。（
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
を
除
く
。）

泫  

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　受
講
申
込
書
（
各
消
防
署
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
大
阪
市
消
防
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

泫  

郵
送
等
に
よ
る
申
込
み
の
受
付
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

■
受
講
費
用
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

４
，
５
０
０
円

西消防署 南棟新庁舎

・ 西防火協力会総会
・ 秋季全国火災予防運動
・ 西消防署新庁舎の進捗状況
・ 救助隊の激励
・ 救急フェア
・ 施設見学会

・ 平成28年大阪府危険物安全大会
・ 東大阪西消防署楠根出張所の紹介
・ 平成28年上半期消防概況
・ インフルエンザにご用心
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

・ 西防火協力会総会
・ 秋季全国火災予防運動
・ 西消防署新庁舎の進捗状況
・ 救助隊の激励
・ 救急フェア
・ 施設見学会

・ 平成28年大阪府危険物安全大会
・ 東大阪西消防署楠根出張所の紹介
・ 平成28年上半期消防概況
・ インフルエンザにご用心
・ 甲種防火管理新規講習のご案内 

（1） 平成28年11月（第５号）
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